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洪水・浸水・氾濫（平成25年台風18号のときの桂川） 

「平成25年9月台風18号洪水の概要」 
 国土交通省近畿地方整備局河川部より 



豪雨がもたらした最近の水害 
平成26年9月 北海道豪雨（低気圧） 
平成26年8月 広島豪雨土砂水害（前線） 
平成26年8月 兵庫県、京都府、岐阜県の水害（台風11号） 
平成26年8月 四国水害（台風12号、台風11号） 
   

平成25年10月 伊豆大島豪雨土砂災害（台風26号） 
平成25年9月 京都・滋賀水害（台風18号） 
平成25年8月 秋田・岩手豪雨災害（前線） 
平成25年7月 山口・島根豪雨災害（梅雨前線） 
平成25年7月 山形豪雨災害（梅雨前線） 
   

平成24年7月 九州北部豪雨災害（梅雨前線） 
平成24年7月 熊本県白川豪雨災害（梅雨前線） 
   

平成23年9月 九州、四国、東北（台風15号） 
平成23年9月 熊野川大水害（台風12号） 
平成23年7月 新潟・福島豪雨（梅雨前線） 



外力を水理量に変換する：設定した雨の強さを、洪水や 
浸水・氾濫に関連する物理量（水位、水深、流量、流速など）にコン
ピュータモデルを通して変換する。 

減災や防災に必要な情報を得る。  
1) 実時間で洪水、浸水・氾濫情報を配信する。2)水工構造物の設計値を得る。 
3) 被害額を推定する。4)危険な地域を知って安全なまちづくりの指針とする。 

洪水や浸水・氾濫の予測の手順 
外力を設定する： 
予測される雨の強さを
設定する。 
1)1時間先の雨の強さ、 
2)100年に1回の雨の強さ、 
3)温暖化時に想定される

雨の強さなど。   



土砂環境の変化と 
土砂災害の予測 
（土砂流出モデル） 

降水シナリオ(降水の強さや期間、時空間分布)の設定 

河川流量の予測と 
洪水・渇水の予測 
（流出モデル） 

洪水氾濫・高潮氾濫 
の予測 

（浸水・氾濫モデル） 

降水データを河川流量や浸水深に 
変換する計算手順 

降水強度 降水強度 

河川流量・水位 

高潮 



１）洪水の発生頻度に対応する洪水の大きさを
予測する。たとえば、平均的に100年に1回
の割合で発生する洪水の規模を予測する。 

 

２）物理的に起こり得る最大クラスの洪水を予
測する。 

 

３）豪雨や洪水が進行している最中に時々
刻々とリアルタイムで洪水を予測する。 

 

洪水予測 



１）発生頻度に対応する洪水の大きさを予測
する（水工構造物の設計指針を得る）。 

たとえば平均的に100年に1
回の程度で起こると予想さ
れる洪水の大きさを推定し、 
 
●それに対して、被害が生
じないように水工構造物を
建設したり増強したりするこ
とを考える。 
 
●温暖化が進行したときに、
現在の水工構造物を適切
に機能させるためには、どう
したらよいかを分析する。 平成25年台風18号による淀川の洪水状況 

 
「平成25年9月台風18号洪水の概要」 国土交通省近畿地方整備局河川部より 



２）物理的に起こり得る最大クラスの洪水を
予測する。  

最大級の台風が来襲した場
合を想定して、洪水の大きさ
や浸水・氾濫の広がりを推定
し、 
 
●避難経路の確保や水害に
あいにくい住まい方など、水
害に強いまちづくり、地域づく
りを進めるための情報を得る。 
 
●温暖化が進行した時に、
生命を守るための方策や、
望ましい住まい方を分析する。 

平成26年8月広島県での土砂災害 
 

国土交通省ホームページより 



地球温暖化によって雨の降り方が変化すると、洪水災害、
土砂災害の発生の仕方も変化する可能性がある。 
 
平均的に100年に１回の割合で発生すると予測した洪水の
大きさが、温暖化に伴って変化する可能性がある。この変
化を予測することが、将来に向けて安全を確保していく上
で重要な課題となる（温暖化時の洪水の確率予測）。 
 
温暖化によって台風が強大化することが指摘されている。
最大級の台風による洪水や浸水・氾濫の規模を予測する
ことが重要な課題となる（最大クラスの洪水の予測）。 

洪水や浸水・氾濫、土砂災害予測の課題 



課題対応型の精密な影響評価（創生Ｄ） 

自然災害 

社会経済 

水資源 

生態系 



温暖化で水災害をもたらす外力(ハザード)
はどう変わるのか？ 

極端現象 
（台風・豪雨・強風） 

最大クラス 
シナリオ 

確率情報 

日本、東南アジア、全球のそれぞれの広がりのな
かで河川・沿岸域の洪水・浸水・氾濫を予測する 

社会・経済評価 

気候変動予測情報 



最大クラスシナリオの検討 
伊勢湾台風を対象として台風経路操作アンサンブルシミュレーションを実施
し、異なる経路をとった場合に想定される強雨・強風のパターンを解析した。 

1959年9月条件 21世紀末擬似温暖化条件 

最大風速 再現 擬似温暖化 (差) 

伊勢湾 35.7(m/s) 41.1(m/s) +5.4(m/s) 

大阪湾 32.3 36.3 +4.0 (京大防災研：奥・竹見・石川) 



伊勢湾台風の擬似温暖化実験データを
用いた洪水流出シミュレーション 

 どの流域にどの経路で上陸する台風が危険なのか？ 
 温暖化したらどうなるのか？ 

全国分布型 
流出モデル 

109一級水系 
モデル 

複数の流出 
モデルで評価 

空間解像度 
1km, 3km 

空間解像度 
1km 

(愛媛大：佐藤） 

(京大工：立川ら) 

(京大防災研： 
奥・竹見・石川) 



洪水流出モデルの概要 

標高データを用いた流下方向の決定 雨水の流れのモデル 



伊勢湾台風を対象とする場
合の計算領域の設定 

全国分布型流出モデル 

(京大工：立川ら) 



ピーク流量が最大となる経路（淀川流域） 

経路120 

経路125 

再現実験 擬似温暖化実験 

淀川流域では台風が流域
を直撃するコースではな
く流域の少し東側を通過
する（木津川流域に多く
の雨が降る）経路でピー
ク流量が最大となった 

(愛媛大：佐藤） 



河川流量の計算結果（淀川の枚方地点） 

(愛媛大：佐藤） 



洪水流量から浸水・氾濫解析へ 

広域氾濫解析モデル 
（京大防災研：川池） 

氾濫原2次元解析 

破堤 初期破堤幅 Lf/2 

最終破堤幅 Lf 

破堤敷高＝堤内地盤高 

60分かけて拡幅 

国交省の「破堤モデル」 越流公式 

河川流量（上流側境界条件） 



計算条件の設定 
＜破堤箇所＞ 
右岸 3.8kp  左岸 9.0kp 
右岸 8.0kp  左岸 9.2kp 
右岸 24.2kp   左岸 17.2kp 

各破堤箇所で最大水位が現れる時刻
を破堤時刻とする 

洪水流出モデルで計算し
た想定流量を対象領域の
河川上端で与える。 

（京大防災研：川池） 



淀川下流域の最大浸水深の広がりの計算 

（京大防災研：川池） 



高潮氾濫解析 (伊勢湾) 

（京大防災研：渋谷） 

伊勢湾台風での再現計算 擬似温暖化実験 

複合氾濫災害  
  → 高潮による氾濫 + 洪水による氾濫 
 
最大級となるシナリオは、高潮氾濫と洪水氾濫で異なる。 
  高潮の場合：潮位変化・台風の中心気圧や風の吹き方・強さなどが重要となる。 
  洪水の場合：雨の降り方（強度、分布、継続時間など）が重要となる。 

擬似温暖化+最大クラス経路 



• 伊勢湾台風クラス 
• 高潮災害による浸水深 
• 浸水深別被害率 

年
超

過
確

率
 

推定被害額 

最悪のシナリオ 

リスクカーブ 被害分布 

社会・経済影響の評価に向けて 
（浸水被害額の推定） 

（京大防災研：多々納、畑山） 



公務 

（全１５産業分類） 

C15 

C3 

資産データの算定 

C2 

製造業 

サービス業 

A 

B 

D 

C14 

世帯数 

建物延床面積 

従業者数 

農漁家世帯数 

家屋資産 

家庭用品資産 

事業所償却資産 
・在庫資産 

農漁家償却資産 
・在庫資産 

鉱業 

C1 

建設業 

空間分布 評価額 資産の空間分布 

（京大防災研 多々納、畑山） 



シミュレーション領域 

家屋被害 

家庭用品被害 

事業所償却資産被害 

農家在庫資産被害 

事業所在庫資産被害 

農家償却資産被害 

伊勢湾での高潮被害分布 

（京大防災研：多々納、畑山） 
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超

過
確
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推定被害額 

リスクカーブ(災害の発生頻度と 
被害額の関係)の推定 

0 

0.3 

発生頻度の低い規模の大きな外力による災害 

発生頻度の高い規模の小さな外力による災害 



地球温暖化によって雨の降り方が変化すると、洪水災害、土砂災害
の発生の仕方も変化する可能性がある。 
   

○温暖化時の洪水の大きさの確率予測 
平均的に100年に１回の割合で発生すると予測した洪水の大きさが、
温暖化に伴って変化する可能性がある。この変化を予測する。 
   

○温暖化時の最大クラスの洪水の予測 
温暖化によって台風が強大化することも指摘されている。最大級の
台風による洪水や浸水・氾濫を予測する。 
   

○温暖化時の水害被害額の推定 

直接被害額、間接被害額を推定し、適応策の費用便益評価に結び
付ける。 

まとめ（温暖化時の洪水、浸水・氾濫予測の課題） 


